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オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
繁
殖
期 

 

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
オ
ガ
サ
ワ

ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
は
12
月
～
４
月
に
か
け
て
集
団

で
活
動
す
る
冬
ネ
グ
ラ
を
形
成
し
、
繁
殖
活
動
を
行

な
い
ま
す
。 

特
に
扇
浦
地
区
は
、
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
が
高
密
度
で

生
息
し
て
い
る
と
て
も
貴
重
な
地
域
で
す
。 

ネ
グ
ラ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
森
に
侵
入
す
る
こ

と
は
、
ネ
グ
ラ
の
放
棄
や
繁
殖
行
動
を
阻
害
す
る
な

ど
、
種
の
保
存
を
脅
か
す
非
常
に
危
険
な
行
為
と
な

り
ま
す
。 

村
民
の
皆
様
に
は
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

①
ネ
グ
ラ
に
は
決
し
て
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

②
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
に
は
絶
対
に
触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

（
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
は
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
守
ら
れ

て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
犯
罪
と
し
て
、
厳

重
な
処
罰
の
対
象
に
な
り
ま
す
。） 

③
昼
間
は
休
息
を
と
っ
て
寝
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
偶
然
に
も
接
近
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
オ

オ
コ
ウ
モ
リ
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
静
か
に
そ

の
場
所
か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
。 

④
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
を
発
見
し
た

場
合
は
速
や
か
に
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

⑤
犬
・
ネ
コ
の
放
し
飼
い
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

（
天
然
記
念
物
に
配
慮
し
た
飼
育
管
理
の
徹
底
を 

お
願
い
し
ま
す
。） 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 

２
―
３
１
１
１
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小笠原村の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

10/26 現在

父島 

93.5/100 

母島  

100/100 

９月気象状況（父島）

最高気温   31.4℃ 

最低気温   23.2℃ 

平均気温   28.2℃ 

平均湿度   78％ 

月降水量   42mm 

住民基本台帳登録者数（10/１） 

            2,372 人 

             父島      母島   

   人口     1,921 人   451 人 

  世帯数    1,040     242 

短期滞在者        7 人      33 人 

ＮＯ．４９０ 

平成 16 年(2004) 

11/１(月) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 

 ははじま丸「燃料油価格変動調整金」の設定について  

 
１２月１日より、ははじま丸の運賃に「燃料油価格変動調整金」が適用されます。 
これは、原油価格が基準価格帯より３千円の範囲を超えて上下するごとに、現行運賃に設定される調整金で、

１か月ごとに調整額の見直しを行ないます。 
今回の措置は、原油価格の上昇により船舶燃料油価格が大幅に高騰し、内部努力によってコスト上昇を吸収

できる限度を超えたため、やむなく利用者の皆様にご負担をお願いするものです。今後、原油価格が基準価格

帯を下回った場合は、マイナスの調整金を適用して、利用者の皆様に還元いたします。 
各月の変動調整額は、１か月前に村民だよりおよび父島・母島の船客窓口でお知らせいたします。 
安定した航路運営を維持するため、村民の皆様のご理解をお願いいたします。 
 

※１２月１日から３１日までの運賃は以下のとおりです。（  ）内は変動調整額 
 

【旅客運賃】                                                                  
 
 
 
 
 
 

【貨物運賃（１トンあたり）】 
 
 
 
 
 

●問合せ先 伊豆諸島開発（株）  

０３－３４５５－３０９０ 

 大    人 小    人 
１     等 ７，９００円（＋３４０円）  ３，９５０円（＋１７０円） 

２     等 ３，９５０円（＋１７０円）  １，９８０円（ ＋９０円） 

村民割引（往復） ５，１４０円（＋２２０円）  ２，５７０円（＋１１０円） 

１  等  品 ８，２８２円（＋２１８円）  
２  等  品 ７，７６４円（＋２０４円）  

３  等  品 ７，２４７円（＋１９１円）  

１口 ０．１０トン以下 ８３０円（ ＋２２円）  
小口貨物 

１口 ０．０７５トン以下 ６２５円（ ＋１６円）  
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年
末
調
整
・
改
正
消
費
税
の
説
明
会 

 
芝
税
務
署
に
よ
る
年
末
調
整
お
よ
び
改
正
消
費
税

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
、次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

会
社
や
個
人
で
、
給
与
・
賃
金
、
利
子
・
配
当
、

地
代
・
家
賃
、
報
酬
な
ど
を
支
払
っ
て
い
る
方
は
、

支
払
調
書
や
源
泉
徴
収
票
の
提
出
の
必
要
が
あ
り
、

さ
ら
に
、
給
与
等
の
支
払
者
は
、
年
末
調
整
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

対
象
と
な
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
３
日
（金
） 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
４
日
（土
） 

午
前
９
時
30
分
～
正
午 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

東
京
公
証
人
会
に
よ
る
公
証
相
談 

 

本
年
よ
り
東
京
公
証
人
会
で
は
、
小
笠
原
公
証
人 

巡
回
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
毎
年
１
回
公
証
人
を
派 

遣
し
、
遺
言
作
成
な
ど
の
公
証
事
務
を
行
う
こ
と
に 

な
り
ま
し
た
。
相
談
の
み
の
場
合
は
無
料
で
す
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
20
日
（土
）
午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
21
日
（日
）
午
後
３
時
～
５
時 

22
日
（月
）
午
前
９
時
～
11
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 
 ●

問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

東
京
公
証
人
会
０
３
―
３
５
０
２
―
８
０
５
０ 

村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口 

 

今
月
の
村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口
は
、
11

月
24
日
（水
）に
開
設
し
ま
す
。 

 

相
談
日
以
外
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

【
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

（
昼
休
み
中
も
開
設
し
て
い
ま
す
。） 

 

【
場
所
】
父
島 

村
民
課
住
民
係 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

ポ
ン
コ
ツ
車
の
島
外
搬
出 

 ◎
搬
出
処
理
手
続
が
変
わ
り
ま
す 

 

平
成
17
年
１
月
１
日
か
ら
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

法
の
本
格
施
行
に
伴
い
、
ポ
ン
コ
ツ
車
の
処
理
手
続

が
変
わ
り
ま
す
。 

こ
の
法
律
の
対
象
と
な
る
自
動
車
は
、
乗
用
車
、

ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
等
で
、
二
輪
車
や
古
タ
イ
ヤ
、
被

け
ん
引
車
等
は
対
象
外
で
す
。 

法
対
象
と
な
る
車
両
は
、
手
続
き
の
ほ
か
、
処
理

手
数
料
等
の
料
金
体
系
も
変
わ
り
ま
す
。
法
対
象
外

の
二
輪
車
等
は
、
当
面
従
来
ど
お
り
の
手
続
き
で
受

け
付
け
し
ま
す
。 

【
処
理
手
数
料
】 

①
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
（
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
車

種
・
装
備
別
に
料
金
を
定
め
ま
す
。
） 

②
海
上
運
搬
料
金 

③
内
地
で
の
陸
送
料
金 

④
廃
液
等
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
対
象
外
品
の
処
理 

料
金 

⑤
そ
の
他
手
数
料
等 

【
料
金
の
支
払
時
期
】 

 

《
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
》 

平
成
17
年
１
月
１
日
以
降
に
車
を
購
入
さ

れ
る
場
合
に
は
購
入
時
に
、
そ
れ
以
前
に
購
入
さ

れ
た
車
は
、
車
検
時
ま
た
は
搬
出
予
約
後
に
支
払

い
ま
す
。 

《
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
以
外
》 

処
理
手
数
料
の
②
～
⑤
に
つ
い
て
は
、
予
約

後
に
支
払
い
ま
す
。 

 

※
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
順
次
公
表
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
搬
出
に
か
か
る
料
金
に
つ
い
て
は
、
東
京
都

や
関
連
機
関
と
調
整
中
で
す
。 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
11
月
は
ポ
ン
コ
ツ
車
の
搬
出
月
で
す 

  

自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
原
付
、
古
タ
イ
ヤ
の
島

外
搬
出
を
11
月
に
行
い
ま
す
。 

今
回
の
搬
出
が
、
今
ま
で
の
方
式
に
よ
る
最
後
の

搬
出
と
な
り
ま
す
。 

古
タ
イ
ヤ
以
外
は
、
す
べ
て
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。
予
約
は
先
着
順
に
受
け
付
け
、
一
定
数
に
達
し

た
時
点
で
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。
搬
出
を
予
定
さ

れ
て
い
る
方
は
、お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

予
約
の
な
い
車
両
の
搬
出
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
限
】
11
月
19
日
（金
） 

次
回
以
降
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
。 

【
搬
出
予
定
】
11
月
下
旬 

搬
出
予
定
日
等
は
、
村
掲
示
板
と
防
災
無
線
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

な
お
、
搬
出
当
日
の
岸
壁
は
狭
く
危
険
な
た
め
、

車
両
搬
出
以
外
の
目
的
で
立
ち
入
ら
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
し
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
は
、
飼

い
主
の
責
任
で
す
。こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

【
日
程
】
12
月
４
日
（土
）
、
５
日
（日
） 

 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

 

【
申
込
期
間
】
11
月
１
日
（月
）
～
19
日
（金
） 

 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

 

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

 

 
 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

野
ネ
コ
対
策
事
業 

 
 

野
ネ
コ
の
捕
獲
は
、
村
民
の
皆
様
か
ら
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
を
募
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
に
は
、
捕
獲
用
の
カ
ゴ
を
貸
し
出

し
し
ま
す
。 

 

捕
獲
し
た
ネ
コ
に
は
不
妊
去
勢
手
術
を
施
し
、
新

た
な
野
ネ
コ
の
繁
殖
を
防
ぎ
ま
す
。 

 

捕
獲
は
集
中
期
間
以
外
も
、
父
島
・
母
島
と
も
に

随
時
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

【
父
島
捕
獲
集
中
期
間
】 

 
 

11
月
22
日
（月
）～
12
月
５
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 
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シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

 
シ
ロ
ア
リ
総
合
対
策
を
実
施
し
ま
す
。 

「シ
ロ
ア
リ
被
害
で
困
っ
て
い
る
。
」
「こ
れ
か
ら

侵
入
さ
れ
な
い
か
心
配
。」な
ど
の
悩
み
ご
と
は
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
特
に
新
築
を
予
定
さ
れ
て
い
る

方
は
、
建
築
段
階
で
の
防
除
が
重
要
で
す
の
で
、
着

手
前
に
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
家
屋
や
樹
木
等
に
シ
ロ
ア
リ
が
発
生
し
て

い
た
り
、
ま
た
そ
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
点
検
・
駆

除
作
業
を
行
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
、有
料
で
保
証
付
防
蟻
処
理
を
行
い
ま
す
。

新
築
さ
れ
る
方
、
前
回
処
理
の
保
証
期
間
が
ま
も
な

く
切
れ
る
ま
た
は
既
に
切
れ
て
い
る
方
な
ど
、
心
当

た
り
の
方
は
、
シ
ロ
ア
リ
対
策
団
が
来
島
す
る
こ
の

機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

点
検
・
駆
除
作
業
を
伴
う
申
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。 

【
予
約
期
間
】
11
月
１
日
（月
）～
17
日
（水
） 

【
対
策
日
程
】
11
月
20
日
（土
）～
29
日
（月
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

※
保
証
を
伴
う
家
屋
の
防
蟻
処
理
（有
料
）は
、
商

工
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 
 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
開
館
時
間 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
利
用
者
の
皆
様
の
ご

要
望
に
応
え
、
昨
年
９
月
よ
り
、
平
日
（月
曜
日
を
除

く
）に
限
り
昼
休
み
も
開
館
し
て
い
ま
す
。 

図
書
の
貸
し
出
し
・
返
却
だ
け
で
な
く
、
多
目
的

ホ
ー
ル
、
会
議
室
な
ど
も
利
用
可
能
で
す
の
で
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

村
営
バ
ス
車
内
子
ど
も
作
品
展 

 
 

村
営
バ
ス
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
に
よ

り
、「ち
び
っ
こ
く
ら
ぶ
」の
お
子
さ
ん
た
ち(

３
～
５

歳 

23
名)

が
描
い
た
絵
を
11
月
か
ら
車
内
に
展
示

し
ま
す
。 

 

２
台
の
車
両
に
分
け
て
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
乗
車
の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
（配
車
の
関
係

上
、
展
示
し
て
い
な
い
車
両
が
走
行
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
）。 

な
お
、
た
だ
い
ま
村
民
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、

休
日
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
中
で
す
。 

土
・日
・祝
日
は
、
大
人
１
０
０
円
、
小
人
50
円
で

乗
車
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 
●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課
企
業
係
２
―
３
１
１
４ 

 

島
嶼
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

  

年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
、
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
他
島
の
皆
さ
ん
や

全
日
本
代
表
チ
ー
ム
「Ｐ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ａ
」と
の
交
流
や
友

情
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
参
加
資
格
】
島
嶼
在
住
の
勤
労
者
（
18
歳
以
上
） 

【
日
時
】
12
月
４
日
（土
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

【
場
所
】
都
立
晴
海
総
合
高
等
学
校
体
育
館 

【
参
加
費
】
５
千
円
（昼
食
代
、
懇
親
会
費
） 

【
チ
ー
ム
構
成
】 

 

①
青
年
の
部 

（
18
歳
以
上
30
歳
未
満
の
男
女
各
２
名
） 

②
フ
リ
ー
の
部
（
18
歳
以
上
の
男
女
各
２
名
） 

※
競
技
は
４
名
で
行
な
い
ま
す
が
、
両
対
戦
チ
ー

ム
か
ら
審
判
を
出
す
た
め
、
１
チ
ー
ム
５
名
以

上
と
な
り
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
11
月
１
日
（月
）～
５
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
７ 

小
笠
原
中
学
校
舞
台
発
表
会 

 
 

舞
台
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。 

今
年
も
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
の
学
年
劇
や
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
演
奏
を
ご
覧
い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

 

多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

11
月
14
日
（日
）
午
前
９
時
開
会
式 

（ブ
ラ
ス
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
）
～ 

午
後
０
時
20
分
終
了
予
定 

※
本
年
度
は
終
了
時
刻
が
早
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
場
所
】
小
笠
原
小
・
中
学
校
体
育
館             

 
    

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 

２
―
２
５
０
２ 

 

小
笠
原
小
学
校
学
芸
会 

 

【
日
時
】
11
月
28
日
（日
） 

午
前
９
時
～
午
後
０
時
45
分 

【
場
所
】
小
笠
原
小
・
中
学
校
体
育
館 

【
演
目
】 

○
も
り
の
そ
め
も
の
や
（
１
年
） 

○
ど
ろ
ぼ
う
学
校
（
２
年
） 

○
に
ん
じ
ゃ
で
ご
ざ
る
（
３
年
） 

○
自
然
は
み
ん
な
で
生
き
て
い
る
（
４
年
） 

○
銀
杏
組
ス
ト
ー
リ
ー
（
５
年
） 

○
鉄
道
開
通
（
６
年
） 

○
全
校
音
楽
（
全
学
年
） 

ほ
か 

【
注
意
事
項
】 

○
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

○
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
小
学
校 

 

２
―
２
０
１
２ 

 
 
 

   

平
成
17
年
成
人
式 

 

平
成
17
年
成
人
式
は
、
１
月
２
日
（
日
）
に
母
島

で
、
３
日
（月
）に
父
島
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

 
 

昭
和
59
月
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方 

①
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方 

②
小
笠
原
村
出
身
で
住
民
票
は
他
へ
移
し
て
い
る

が
、
現
在
、
親
が
小
笠
原
村
に
住
ん
で
い
る
方 

 

※
②
に
該
当
し
、
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
お
早

め
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

村
役
場
人
事
異
動 

《 

》
内
は
旧
所
属 

 

【
10
月
１
日
付
】 

財
政
課
副
参
事
（
税
務
担
当
）・
税
務
係
長
事
務
取
扱 

菊
池 

元
弘
《
財
政
課
副
参
事
（
税
務
担
当
）》 

総
務
課
総
務
係
主
査 

庭
野 

勝
美
《
財
政
課
財
政
係
主
査
》 

村
民
課
住
民
係
主
査 

浅
賀 

享
平
《
産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
査
》 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
査 

鶴
田 

典
之
《
総
務
課
総
務
係
主
査
》 

教
育
課
主
査
（
社
会
教
育
担
当
） 

小
林 

修
一
《
財
政
課
税
務
係
長
》 

財
政
課
税
務
係
主
任 

松
谷 

 

諭
《
教
育
課
教
育
係
主
任
》 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

星 
 

裕
也
《
母
島
支
所
庶
務
係
》 

母
島
支
所
庶
務
係 

セ
ー
ボ
レ
ー 

亮
《
村
民
課
住
民
係
》 

【
10
月
４
日
付
】 

助
役 松

山 

悦
文
《
助
役
・
診
療
所
事
務
長
事
務
取
扱
》 

総
務
課
長
・
企
画
課
長
兼
務 

渋
谷 

正
昭
《
総
務
課
長
》 

企
画
課
副
参
事
（
特
命
担
当
）・
企
画
係
長
事
務
取
扱 

田
中 

直
樹
《
企
画
課
副
参
事
（
特
命
担
当
）》 

診
療
所
事
務
長 

樋
口 

 

博
《
企
画
課
長
・
企
画
係
長
事
務
取
扱
》 
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村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
10
月
10
日
～
11
月
１
日 

○
都
町
村
会
等
会
議
出
席 

○
国
、
都
各
部
局
打
合
せ 

○
南
ア
ル
プ
ス
市
市
制
１
周
年
記
念
式
典
参
加 

○
八
丈
町
町
制
50
周
年
記
念
式
典
参
加 

○
行
政
視
察
（
静
岡
県
本
川
根
町
） 

な
ど 

      

東
京
都
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
紹
介 

 

東
京
都
は
、
東
京
の
貴
重
で
豊
か
な
自
然
を
守
る

た
め
、
不
正
行
為
の
防
止
や
利
用
マ
ナ
ー
の
向
上
に

取
り
組
む
「
東
京
都
自
然
保
護
員
（
通
称
都
レ
ン 

 

ジ
ャ
ー
）」を
平
成
16
年
６
月
よ
り
採
用
し
ま
し
た
。 

都
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
多
摩
地
域
と
小
笠
原
諸
島
に
配

属
さ
れ
て
お
り
、
小
笠
原
諸
島
で
は
７
月
中
旬
よ
り

父
島
、
母
島
お
よ
び
南
島
な
ど
の
属
島
、
聟
島
列
島

な
ど
で
３
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。 

現
在
、
小
笠
原
で
は
、 

①
主
に
自
然
公
園
地
域
を
中
心
と
し
た
巡
回 

②
お
が
さ
わ
ら
丸
入
出
港
時
の
動
植
物
の
違
法
な
持

ち
込
み
・
持
ち
出
し
監
視 

③
移
入
種
へ
の
対
策 

④
適
正
な
観
光
利
用
の
手
助
け 

⑤
希
少
な
動
植
物
を
は
じ
め
と
し
た
固
有
種
の
保
護 

な
ど
、
小
笠
原
の
自
然
を
守
り
、
利
用
し
て
い
く
た

め
の
様
々
な
活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。 

現
場
に
密
着
し
た
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
創
設
は
、
東
京

の
自
然
公
園
で
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
有
効
な

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
村
民
の

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 

◎
都
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
勤
務
に 

つ
い
て 

 

都
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
小
笠
原
の
自
然
保
護
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
や
情
報
交
換
な
ど
、
幅
広
く
村
民
の

皆
様
と
話
し
合
い
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

11
月
以
降
は
定
期
的
に
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

て
勤
務
を
行
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
日
は
、
現
場
も
し
く
は
支

庁
に
勤
務
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。 

 

【
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
勤
務
日
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日 

【
勤
務
時
間
】
出
港
後
（
午
後
２
時
30
分
～
５
時
） 

 
●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
内 

都
レ
ン
ジ
ャ
ー 

２
―
２
１
２
３
（内
線
２
６
２
） 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
２
―
３
０
０
１ 

 

東
京
都
認
定
自
然
ガ
イ
ド 

 
 

講
習
会
受
講
者
募
集 

 

今
年
の
新
規
ガ
イ
ド
講
習
の
応
募
用
紙
を
配
布
し

ま
す
。 

 

【
配
布
期
間
】
11
月
１
日
（月
）～
10
日
（水
） 

【
配
布
場
所
】 

《
父
島
》 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
、
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ 

オ
ッ
チ
ン
グ
協
会
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

《
母
島
》 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
、
母
島
観
光
協
会 

【
申
込
期
間
】
11
月
１
日
（月
）
～
12
日
（金
） 

※
郵
送
の
場
合
は
10
日
消
印
有
効 

【
申 

込 

先
】 

《
父
島
》
小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

《
母
島
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

２
―
２
１
２
３ 

二
見
港
物
揚
場
改
良
工
事 

 

青
灯
台
に
隣
接
す
る
物
揚
場
泊
地
の
静
穏
度
向
上

の
た
め
、
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。 

工
事
期
間
中
、
物
揚
場
、
駐
車
場
の
利
用
を
一
部

制
限
し
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

工
事
期
間
は
、
平
成
17
年
３
月
中
旬
ま
で
の
予
定

で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課
工
事
第
一
係 

 

２
―
２
０
１
５  

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
11
月
の
「母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
11
月
１
日
（月
）、
29
日
（月
） 

午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

 

11
月
21
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
10
日
間

「お
も
い
や
り 

人
に
車
に 

こ
の
街
に
」を
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
「Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」を
実
施
し
ま
す
。 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
重
点
項
目
は 

①
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止 

②
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

③
違
法
駐
車
対
策
の
推
進 
で
す
。 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、
二
輪
車
お
よ
び
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
対
策
や
違
法
駐
車
の
取
締
り
を

強
力
に
推
進
し
、
駐
車
車
両
脇
か
ら
の
飛
び
出
し
事

故
な
ど
の
防
止
や
、
夜
間
の
自
転
車
、
歩
行
者
に
反

射
材
を
配
布
す
る
な
ど
の
事
故
防
止
活
動
を
展
開
し

ま
す
。 

交
通
事
故
の
な
い
小
笠
原
村
に
す
る
た
め
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

小

笠

原

警

察

署 

小
笠
原
交
通
安
全
協
会 

小
笠
原
青
少
年
育
成
協
議
会 

 

小
笠
原
村
商
工
会
職
員
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】 

補
助
員
（
一
般
職
員
） 

１
名 

【
採 

用 

日
】
12
月
１
日 

【
勤 

務 

地
】
小
笠
原
村
父
島 

【
勤
務
内
容
】 

 
 

小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
記
帳
継
続
指
導
、
記

帳
事
務
代
行
、
記
帳
機
械
化
指
導
、
事
務
代
行
お

よ
び
一
般
事
務
な
ど 

【
勤
務
時
間
】
１
日
８
時
間
（
週
40
時
間
） 

【
受
験
資
格
】 

小
笠
原
村
に
住
居
が
あ
り
、
高
校
卒
業
以
上
で 

昭
和
44
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

【
採
用
条
件
】 

採
用
後
、
商
業
簿
記
３
級
検
定
以
上
を
取
得
す 

る
こ
と
。 

【
選
考
方
法
】
面
接
お
よ
び
筆
記
試
験 

【
試
験
日
お
よ
び
会
場
】 

11
月
23
日
（火
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時 

 
 

商
工
観
光
会
館
２
階 

【
申
込
方
法
】 

 
 

履
歴
書
お
よ
び
健
康
診
断
書
（３
か
月
以
内
の

も
の
）を
11
月
20
日
（
土
）
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 

  

２
―
２
６
６
６ 
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国
立
天
文
台
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
観
測
局
施
設
公
開 

 

【
日
時
】
11
月
21
日
（日
）、
22
日
（月
） 

午
前
10
時
～
午
後
６
時 

 

【
場
所
】
父
島
旭
山 
国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
観
測
局 

 

※
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。 

 

【
内
容
】 

①
20
ｍ
電
波
望
遠
鏡
を
自
分
で
動
か
し
、
観
測
実

演
を
体
験
で
き
ま
す
。 

②
天
体
写
真
を
多
数
展
示
お
よ
び
そ
れ
ら
に
つ
い

て
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
や
講
演
な
ど 

③
実
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
お
子
様
も
参
加
で
き
ま
す
。 

④
記
念
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
ほ
か
天
体
グ
ッ
ズ
の
販
売
も
し
て
い
ま
す
。 

 

◎
星
空
観
望
会 

 

【
日
時
】 

11
月
21
日
（日
）
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

※
天
候
に
よ
り
22
日
（月
）に
延
期 

 

【
場
所
】
お
祭
り
広
場 

 

【
内
容
】
天
体
望
遠
鏡
で
月
を
メ
イ
ン
に
す
ば
る
や

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
大
星
雲
が
見
ら
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
小
笠
原
観
測
局 

２
―
７
３
３
３ 

 

小
笠
原
高
校
文
化
祭
（ビ
ー
デ
祭
） 

 

【
日
時
】
11
月
７
日
（日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

（
模
擬
店
は
10
時
開
始
） 

【
内
容
】
展
示
、
模
擬
店
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど 

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

 
 

２
―
２
３
４
６ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開

催
し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
予
約
が
必
要
で
す
。） 

 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
20
日
（土
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
21
日
（日
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 

三
宅
島
帰
島
支
援 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

  

三
宅
島
の
方
々
の
帰
島
支
援
の
た
め
に
チ
ャ
リ 

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

 

多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
と
三
宅
島
の
方
々
へ
の
温

か
い
お
気
持
ち
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
11
月
21
日
（日
）
午
後
１
時
30
分
開
場 

午
後
２
時
開
演 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
内
容
】 

望
郷
の
詩
（三
宅
島
の
演
歌
）、
椰
子
の
実
、
映

画
『
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
』
の
テ
ー
マ
な
ど
、
歌
や
楽

器
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム 

【
出
演
】
井
上
昌
巳
、
宮
川
京
子
、
横
溝
龍
夫 

【
主
催
】
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
中
学
校 

井
上  

 

２
―
２
５
０
２ 

 

日
本
赤
十
字
社
社
費
の
お
礼 

 

５
月
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
日
本
赤
十
字
社
の

社
費
募
集
に
つ
い
て
、
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
５
４
８
口
、
27
万
４
千
円
の
社
費
が

集
ま
り
ま
し
た
。 

ご
報
告
方
々
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

日
本
赤
十
字
社 

      

専
門
診
療
（産
科
・
婦
人
科
） 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
27
日
（土
）
午
前
・
午
後 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
30
日
（火
）
午
前
の
み 

12
月     

１   

日
（水
）
午
前
・
午
後 

２  

日
（木
）
午
前
の
み 

３ 

日
（金
）
午
前
の
み 

 
 

※
12
月
４
日
（
土
）
に
受
診
希
望
の
方
は
診
療

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

【
受
付
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
11
時 

 
 
 
 
 
 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

【
実
施
機
関
】
巻
石
堂
病
院 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

講
演
会
「女
性
と
性
の
問
題
に
つ
い
て
」 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
27
日
（土
）
午
後
７
時
～ 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
30
日
（火
）
午
後
７
時
～ 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

【
講
師
】
巻
石
堂
病
院
医
師 

白
幡 

光 
 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 

午
後
外
来
実
施
日
の
変
更 

  

診
療
所
（父
島
・
母
島
）で
は
、
午
前
中
の
外
来
受

付
以
外
に
も
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
に
外
来
を
設
け

て
い
ま
す
。 

11
月
３
日
（水
）は
祝
日
に
当
た
る
た
め
、
前
日
の

２
日
（火
）に
実
施
し
ま
す
。 

 

【
受
付
時
間
】
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、事
前
に
必
ず
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

 

【
日
時
】
11
月
５
日
（金
）
午
後
２
時
～
４
時 

（
受
付
時
間 

２
時
～
２
時
30
分
） 

 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 
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―  健康福祉課  ―   

―  第 ６３ 号  ―   

 
 

   ≪ 住民健診へ行こう！～ Ｐａｒｔ ３ ～ ≫  
 

今月はいよいよ、母島 ８日、９日、 

                                    父島 １１日、１２日、１３日、１４日、１５日  

の日程で住民健診がおこなわれます。 
 

『 小笠原村住民健診 』は、“小笠原村の住民で 30 歳以上の方” 

であれば、どなたでも受けることができます。 

病気になることを予防するために行なう ⇒「健診」 

病気を早期に発見し、早期に治療するために行なう ⇒「検診」 

日ごろ、忙しい毎日を送る皆さんにとって、健診・検診は、 

生活習慣を見直したり、病気を早期発見する良いチャンスです。 

ぜひ、健診会場へお出かけください  

住民健診は予約制です。詳しくは、健康福祉課（℡2-3939）まで。 
  

… 健診の目的と結果を活かすために …   
自分は、「いたって健康だ!!」と信じて疑わない人でも、気づかぬうちに病気はじわじわと進行している場合があります。

特に、がん、心臓病、脳卒中をはじめとする生活習慣病は、初期の症状がほとんどないため、発見が遅れて、気づいたと

きにはもう手遅れ…ということも少なくありません。 
 

「 健診結果を活かして生活習慣改善を !! 」   
健診の目的の１つは、現在の健康状態をチェックし、生活習慣病などの病気を早期発見・治療することです。 

そして、もう１つは、健診結果を参考に生活習慣を改善することにあります。 

 ところが、検査結果に一喜一憂することはあっても、その後の生活習慣改善に活かしている人は少ないようです。皆さ

んは、健診を受けっぱなしにしていませんか？ 検査結果を理解し、その結果を生活習慣改善につなげてこそ、健診を受

けた意味があるというもの。自分の健康を守るために、健診結果を上手に活かして、健康管理に役立てましょう。 
 

住民健診の結果説明会は、平成１７年１月中旬～２月頃を予定しています。 
 

「 健診結果は総合的な判断で 」 
検査の基準値は、一般に健康であると考えられている人々の年齢や性別に相応した平均的な数値になっています。 

検査値には個人差があり、朝と晩、季節、その日の体調によっても微妙に変化するので、細かい数値にはあまり神経質

にならず、まずは、総合判断に注目しましょう。 

生活習慣が悪い場合、検査データが良くても、そのうちに悪化する可能性があり、安心はできません。 

しかし、検査データが悪い場合でも、生活習慣を改善すれば、検査データを良くすることができます。 

また、初めは症状がないことが多いので、検査データが悪いのを気にしていない傾向にありますが、これが何年も続く

ととても問題（ 危険 !! ）です。 

“ 悪いデータに慣れない ”ことが大切です。 
 

「 要精検・要再検といわれたら 」 
 生活習慣病をはじめとする病気には、早期発見・治療が何より大切です。少しでも心配な要素があれば、迷わずきちん

と調べてもらいましょう。健診はそのためにあるのだということをお忘れなく。 

 

――――――――――    お 知 ら せ    ―――――――――― 
１０月から、０歳～就学前の親子さんを対象に、有志のママたちが子育てサークル活動を行なっています。 

小さいお子さんでも大丈夫、お友達作りに、ママ友達との交流に気軽に参加してみませんか？プレママも大歓迎！！ 
【 場所：地域福祉センター 日時：月２回・金曜日・午前１０時～１１時３０分 】 

詳しくは、健康福祉課（℡ ２－３９３９）まで 
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世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

「
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
ど
う
な
る
の
？
」
② 

 

前
回
に
引
続
き
「世
界
遺
産
登
録
の
効
果
と
問
題

等
」に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

【
環
境
保
全
へ
の
効
果
は
？
】 

①
環
境
意
識
の
向
上 

世
界
自
然
遺
産
の
目
的
は
、
貴
重
な
自
然
環
境

を
保
護
・
継
承
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
推
薦
や
登

録
が
ゴ
ー
ル
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
行
政
や
地
元

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
登
録
後
も
長
期
間
に
わ

た
る
保
護
、
管
理
を
行
な
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
元
に
暮
ら
す
私
た
ち

が
「貴
重
な
自
然
環
境
を
自
分
た
ち
で
守
っ
て
い

く
」と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。 

屋
久
島
の
例
で
み
る
と
、
多
く
の
住
民
が
「身
の

回
り
の
自
然
環
境
に
敏
感
に
な
っ
た
」「環
境
に
関

す
る
行
事
が
増
え
た
」「学
校
で
環
境
を
テ
ー
マ
に

す
る
時
間
が
増
え
た
」と
感
じ
て
お
り
、
環
境
意
識

の
変
化
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の

高
校
に
環
境
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
子
供

た
ち
に
対
す
る
教
育
上
の
取
り
組
み
も
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。 

②
外
来
種
（移
入
種
）対
策 

登
録
に
あ
た
っ
て
の
検
討
課
題
と
し
て
、
小
笠

原
諸
島
で
は
外
来
種
対
策
を
早
急
に
講
じ
る
こ
と

が
特
に
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
外
来

種
へ
の
具
体
的
な
対
応
策
が
必
要
で
あ
り
、
野
ヤ

ギ
や
ア
カ
ギ
な
ど
一
部
を
除
い
て
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ

手
つ
か
ず
で
あ
っ
た
外
来
種
対
策
の
進
展
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 

現
在
、
国
や
東
京
都
に
お
い
て
、
外
来
種
の
侵

入
拡
大
の
予
防
、
駆
除
・
防
除
の
技
術
的
手
法
な

ど
の
調
査
検
討
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、今
後
、国
、

都
お
よ
び
村
な
ど
の
関
係
機
関
が
協
力
し
て
事
業

実
施
に
あ
た
る
予
定
で
す
。 

 

【
利
用
者
増
に
よ
る
自
然
環
境
へ
の
悪
影
響
は
？
】 

登
録
に
よ
る
知
名
度
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
観
光

客
数
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

利
用
の
集
中
等
に
よ
っ
て
自
然
環
境
へ
の
悪
影
響

が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
小
笠
原
の

自
然
や
文
化
に
思
い
入
れ
を
持
つ
お
客
様
ば
か
り

で
は
な
く
、
中
に
は
自
然
環
境
の
保
護
に
関
心
を

示
さ
な
い
人
た
ち
が
来
島
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。 

屋
久
島
の
例
を
み
る
と
、
特
に
縄
文
杉
へ
の
利

用
の
集
中
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
保
護
の

た
め
に
展
望
デ
ッ
キ
を
設
置
す
る
な
ど
対
応
に
追

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
登
山
客
の
増
加

に
よ
る
登
山
道
の
荒
廃
や
遭
難
者
の
増
加
も
問
題

と
な
っ
て
お
り
、
地
元
で
は
入
山
規
制
の
導
入
も

議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

小
笠
原
の
場
合
、
交
通
機
関
が
限
ら
れ
る
た
め

に
来
島
者
数
に
限
界
が
あ
る
と
は
い
え
、
同
様
の

問
題
が
起
こ
る
恐
れ
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

こ
と
は
、
世
界
遺
産
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

今
後
の
重
要
な
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

【
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
】 

す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
は
、
小
笠
原
に
と
っ
て

最
も
価
値
の
あ
る
資
源
で
あ
り
大
切
な
財
産
で
す
。

利
用
の
集
中
等
に
よ
っ
て
自
然
環
境
が
損
な
わ
れ

れ
ば
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
も
失
わ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
村
民
全
体
が
十
分
認
識
し
、
来
島
す

る
人
た
ち
に
も
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。 自

然
環
境
へ
の
悪
影
響
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
に
は
、
利
用
の
形
態
や
特
性
に
応
じ
た
ル
ー
ル

づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、
自
然
の
価
値
を
正
し

く
解
説
で
き
る
人
材
の
育
成
な
ど
、
ま
さ
に
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
小
笠
原
で
は
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
に
関
す
る
自
主
ル
ー
ル
や
、
南
島
と
石
門

地
域
に
お
け
る
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
等
々
、
そ

の
先
駆
け
と
な
る
事
業
を
行
っ
て
き
た
実
績
が
あ

り
ま
す
。 

今
年
の
９
月
に
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り

組
み
を
体
系
化
し
た
「小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
そ
の
理
念
と
方
針
を
実
現
さ
せ
て
い
く
た
め

に
、
村
内
の
合
意
形
成
を
図
っ
た
う
え
で
、
具
体

的
な
推
進
策
を
検
討
、
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

 

次
回
も
引
続
き
「
登
録
の
効
果
と
問
題
等
」
に
つ

い
て
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

企
画
課
企
画
係 

 

２
―
３
１
２
０ 

  

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

                     

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
４ 

「
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
出
産
」 

 

村
民
だ
よ
り
８
月
号
で
ご
紹
介
し
た
ミ
ナ
ミ
ハ

ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
が
、
こ
の
夏
に
出

産
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

当
協
会
イ
ル
カ
調
査
隊
の
調
査
で
赤
ち
ゃ
ん
イ

ル
カ
を
確
認
し
た
の
は
９
月
16
日
（写
真
）。
そ
の
前

の
７
月
31
日
に
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
を
確
認
し
た
と
き

は
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
を
連
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
７
月
31
日
か
ら
９
月
16
日
の
間
に
生

ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
12
日
後
の
９
月
28
日

に
も
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
と
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
を
発
見
。

そ
の
時
は
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
が
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
に
授

乳
し
て
い
る
場
面
も
観
察
で
き
ま
し
た
。
す
く
す
く

と
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
が
育
っ
て
い
く
様
子
が
小
笠
原

の
海
で
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５  

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

推
進
委
員
会
の
コ
ー
ナ
ー 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め
パ
ー
ト
41 

― 

村
内
に
あ
る
自
主
ル
ー
ル 

パ
ー
ト
２ 

― 
  

前
回
、
村
内
に
設
定
さ
れ
て
い
る
９
つ
の
自
主 

ル
ー
ル
の
概
要
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
１

つ
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。 

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
自
主
ル
ー
ル
は
１

９
８
９
年
に
設
定
。
日
本
初
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の 

ル
ー
ル
と
し
て
も
全
国
的
に
有
名
で
す
。
こ
の
自
主

ル
ー
ル
は
ハ
ワ
イ
の
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の 

も
の
を
参
考
に
作
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
小
笠
原
の
ク
ジ
ラ
の
生
態
と
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
の
状
況
に
合
わ
せ
て
ル
ー
ル
の
改
正
が
行
わ
れ
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ま
し
た
。
現
在
で
は
次
の
よ
う
な
ル
ー
ル
（要
約
）に

な
っ
て
い
ま
す
。 

 ○
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
ｍ
以
内
を
減
速
水
域
と
す
る
。 

○
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
ｍ
以
内
を
侵
入
禁
止
水
域
と

す
る
（
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
は
50
ｍ
）。 

○
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
す
る
。 

               

こ
の
自
主
ル
ー
ル
は
、
ク
ジ
ラ
の
保
護
と
観
光
利

用
の
両
立
を
図
る
た
め
に
、
多
く
の
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
船
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

自
主
ル
ー
ル
の
全
文
は
、

http://w
w
w
.h2.dion.ne.jp/̃ow

a/rule/kujira-rule

.htm
l 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

持
続
的
な
地
域
の
自
然
文
化
の

保
護
と
そ
の
観
光
利
用
の
両
立
を
図
っ
て
地
域
振

興
す
る
と
い
う
考
え
方
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
事
務
局 

（
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会
内
） 

２
―
３
２
１
５ 

   

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
41 

 

― 

２
０
０
４
年
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
シ
ー
ズ
ン 

― 
 

カ
メ
の
こ
と
は
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
よ

う
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ふ
化
期
は
通

常
10
月
の
末
ま
で
続
き
、
今
ま
さ
に
最
終
盤
を
迎
え

て
い
ま
す
。 

今
年
を
振
り
返
り
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
ア
オ
ウ

ミ
ガ
メ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
・
試
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

【
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
】 

 

７
月
～
８
月
の
間
、
夜
８
時
か
ら
、
25
回
の
レ

ク
チ
ャ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
産
卵
見
学
の
機
会
を

待
ち
な
が
ら
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
を
知
ろ
う
と

い
う
試
み
で
す
。
毎
年
大
変
ご
好
評
い
た
だ
き
、

今
年
は
観
光
客
１
４
３
名
、
村
民
25
名
の
皆
さ
ん

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

【
稚
ガ
メ
の
放
流
会
】 

 

６
／
25
～
10
／
16
の
間
に
、
宮
之
浜
に
お
い

て
88
回
、
８
６
６
５
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。 

大
人
７
２
８
名
、
小
人
90
名
の
参
加
が
あ
り
、

夜
８
時
に
宮
之
浜
か
ら
の
放
流
で
し
た
が
、
皆
さ

ん
に
ご
足
労
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

放
流
会
は
11
月
初
旬
ご
ろ
ま
で
続
き
そ
う
で

す
。 

 

【
大
村
海
岸
パ
ト
ロ
ー
ル
】 

 

産
卵
期
が
ピ
ー
ク
に
差
し
掛
か
り
、
観
光
客
の

数
も
増
え
始
め
る
６
月
の
後
半
か
ら
８
月
の
末
ま

で
、
カ
メ
と
人
間
の
接
触
を
な
る
べ
く
回
避
し
、

カ
メ
に
な
る
べ
く
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
で
観
察
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
係
員
を
配
置
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
夜
８
時
か
ら
０
時
ご
ろ

ま
で
天
候
が
許
す
限
り
行
い
、
延
べ
63
日
間
に
お

よ
び
ま
し
た
。 

 
 

全
産
卵
巣
数
は
71
巣
。
そ
の
う
ち
、
外
灯
に
誘

引
さ
れ
そ
う
な
40
巣
を
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
ふ
化

場
に
移
植
し
ま
し
た
。
残
り
の
巣
の
う
ち
一
部
は
、

稚
ガ
メ
の
人
的
光
害
へ
の
誘
引
度
を
測
る
実
験
の

た
め
、
本
来
の
場
所
で
ふ
化
さ
せ
ま
し
た
。 

 

【
自
然
体
験
教
室
】 

 

野
口
健
自
然
学
校
、
都
立
上
水
高
校
、
私
立
立

教
小
学
校
の
皆
さ
ん
が
、
海
岸
清
掃
や
体
験
調
査

な
ど
を
通
し
て
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
や
そ
れ
を
と
り

ま
く
環
境
を
考
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、
島
内
外
の
子

供
た
ち
を
対
象
と
し
た
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
開
催

し
ま
し
た
。 

 

【
５
年
生
総
合
学
習
】 

 
 

夏
休
み
が
始
ま
る
こ
ろ
、
小
笠
原
小
学
校
５
年

生
の
皆
さ
ん
が
大
村
海
岸
で
保
護
し
た
卵
が
ふ
化

し
、
飼
育
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
夏
休
み
中
か

ら
当
番
を
決
め
、
定
期
的
に
皆
で
世
話
に
当
た
っ

て
お
り
、
３
月
ま
で
続
く
予
定
で
す
。 

 

【
と
び
う
お
ク
ラ
ブ
】 

 

夏
休
み
中
の
学
童
保
育
の
皆
さ
ん
が
、
週
に
３

回
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
通
い
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
世
話

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
１
年
生
の
小
さ
な
体

に
は
、
水
槽
の
壁
は
高
く
、
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ
は
長

く
大
変
な
よ
う
で
し
た
が
、
一
所
懸
命
な
中
、
生

き
物
の
大
切
さ
を
知
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

【
衛
星
発
信
機
を
背
負
っ
た
カ
メ
の
行
方
】 

 

前
号
の
村
民
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
た
、
カ
ー

メ
ン
と
ア
オ
ミ
で
す
が
、
カ
ー
メ
ン
は
９
月
16
日

を
最
後
に
、
伊
豆
半
島
沖
合
の
神
津
島
付
近
で
発

信
が
途
絶
え
て
い
ま
す
。
ア
オ
ミ
は
、
高
知
か
ら

沿
岸
沿
い
に
さ
ら
に
南
下
し
、
９
月
24
日
の
九
州

南
部
沿
岸
が
最
後
の
発
信
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

【
産
卵
浜
の
調
査
】 

 

５
月
か
ら
開
始
し
た
天
然
浜
の
調
査
で
す
が
、

現
在
、
最
終
確
認
段
階
で
、
父
島
の
産
卵
巣
数
は

お
そ
ら
く
過
去
最
多
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
 
 
 

http://bonin-ocean.net 
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先先月月号号にに引引きき続続きき、、ＴＴＳＳＬＬにに関関すするる最最新新のの情情報報をを村村民民のの皆皆ささままににおお届届けけししまますす。。  

  

  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                                                   

  

※ ＴＳＬに関するご意見等ございましたら、お気軽に企画課までお寄せください。 

●問合せ先 企画課 ２－３１２０ 

ＴＴＴＳＳＳＬＬＬ   コココーーーナナナーーー   ＶＶＶＯＯＯＬＬＬ．．．３３３   

Ｑ１． ＴＳＬの運航ダイヤはどうなるの？

Ｑ２． ＴＳＬは波が高いときは航行できるの？ 

「SUPER LINER OGASAWARA（スーパーライナーおがさわら）」の運航会社である小笠

原海運では、現在のところ、ゴールデンウィーク・夏期・年末年始の多客期においては

父島着発便、それ以外の通常期においては概ね週２便（竹芝金曜日発の週末便と火曜日

発の平日便。いずれも竹芝出航時間は１７時、父島着は１０時。）で年間９２便の運航を

計画しています。週末便は父島に１～３泊、平日便は１泊して、いずれも父島を１７時

に出航し、竹芝到着は９時３０分の予定になっています。 

左の写真は10月21日現在の船体

の建造状況で、だんだん双胴船らし

くなってきよったね。 

台風の影響で延びてしまった進水

式は、11 月 13 日（土）に岡山県玉

野市の三井造船玉野事業所の５番船

台で行われることになっとります。

次号では進水式の様子もお知らせ

しますわ。 

これに対し村からは、観光協会をはじめ村内のいろいろな団体から意見を聞いて、週末便に

ついては父島２～３泊とし平日便は基本的に着発とすること、竹芝出航時間は１９時とするこ

となどを盛り込んだ上で、集客の効果が最大になるように、祝休日の配列も考慮した年間スケ

ジュールを作成して、検討してもらえるように意見を提出しているんだ。 

これから何度か意見交換をしていき、年内をメドに運航スケジュールが決まっていく予定だよ。 

１０月２１日現在の建造状況

Ｑ３． ＴＳＬ船体の建造進捗状況は？ 

ＴＳＬが出航する際のめやすは波高５ｍまでを想定しておるそうじゃ。これはおが丸でも

同様じゃ。航海中に５ｍを超える波に会った場合には、速力は落ちるが船の進路を変えなが

ら航行可能だそうじゃ。おが丸でも同様の操船をしておるし、ＴＳＬには航路中の海域の波

高を自動的に予測し、船長に比較的波高の小さい海域を示すことができる運航支援システム

が装備されるそうじゃから、その点はおが丸より優れもんじゃのう。 

ただし、船は安全運航が第一じゃから、台風などの波高の高い場合は、運航を見合わせる

のが原則ということじゃ。 



入港日

母島巡回労働相談

父島動物巡回診療申込締切

診療所午後外来実施日 ポンコツ車島外搬出申込締切

入港日

公証相談（母島）

出港日 シロアリ対策事業（～29）

定期予防接種（三種混合、二種混合、 小笠原村商工会職員募集締切

風疹、麻疹、日本脳炎） 東京三弁護士会法律相談（母島）

高校図書館開放（14:00～16:30）

乳幼児健診・歯科健診（父島）

島嶼ソフトバレーボール大会参加申込締切 公証相談（父島 ～22）

東京三弁護士会法律相談（父島）

VERA観測局施設公開（～22）

星空観望会（父島）

入港日 TOKYO交通安全キャンペーン（～30）

小笠原高校ビーデ祭 三宅島帰島支援チャリティーコンサート（父島）

母島住民健診（～9） 野ネコ捕獲集中期間（父島 ～12/5）

出港日

出港日

高校図書館開放（17:30～20:00） 村民意見・提案・相談・受付窓口

父島ノヤギ駆除

父島住民健診（～15） 高校図書館開放（17:30～20:00）

東京都認定自然ガイド講習会申込締切

入港日 入港日

高校図書館開放（14:00～16:30）

産科・婦人科専門診療（母島）

小笠原中学校舞台発表会 講演会「女性と性の問題について」（母島）

母島小中学校授業参観週間（～18） 高校図書館開放（14:00～16:30）

母島小中学校道徳授業地区公開講座

小笠原小学校学芸会

出港日 出港日

母島巡回労働相談

シロアリ対策事業申込締切

父島ノヤギ駆除 産科・婦人科専門診療（父島 ～12/3）

高校図書館開放（17:30～20:00） 講演会「女性と性の問題について」（父島）

8 月

14 日

11 木

25 木

24 水
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金

日付 曜日 行　事　予　定

1 月

行　事　予　定日付 曜日

金

18 木

土13

10 水

12 金

30 火

27 土

29 月

28 日
15 月

17 水

16 火

月

6 土

3 水

土

21 日

22

7

26 金

4 木

5

日

9 火
23 火

文化の日

勤労感謝の日


